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研究成果の概要（和文）：本研究は、幼児を説得するときの親のメッセージ方略に、制御適合と呼ばれる自己制御行動
の性質を見出すことが目的である。幼児の親に説得的メッセージのフレーミング方略を選択させ、加えて自己制御特性
と養育スタイルを測定した。その結果、促進的メッセージではポジティブフレーミングを選び、予防的メッセージでは
ネガティブフレーミングを選ぶ傾向が認められた。また、促進的傾向が見られる親は予防的傾向の親よりもポジティブ
フレーミングを好むことが明らかとなった。そして、メッセージ方略は養育スタイルの個人差と養育経験の個人差の影
響を受けることも確かめられた。以上の結果は、制御適合理論を支持する証拠を提供する。

研究成果の概要（英文）：This study attempted to find regulatory fit in parental message strategies when 
parents persuade young children. Participants were asked to select from two framed messages in each 
regulatory focus condition, and measured participants’ chronic regulatory focus and parenting styles. 
The results showed that parents selected a positively framed strategy for the promotion-focused message 
and a negatively framed strategy for the prevention-focused message. At the same time, parents with a 
chronic promotion focus favored a positively framed strategy more than those with a prevention focus. The 
following studies found the message strategy to be moderated by the difference in parenting styles 
associated with the experience of childcare and with personality characteristics. These findings provide 
evidence supporting regulatory fit theory.

研究分野：教育心理学　認知心理学　社会心理学
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１．研究開始当初の背景 
（１）メッセージの与え方によって（例えば、
「薬を飲めば治る」と「薬を飲まないと治ら
ない」）、メッセージの受け手の動機づけや意
思決定が左右される現象はフレーミング効
果と呼ばれている。フレーミング効果につい
ては、消費者行動や健康行動など広範な分野
で研究され、応用実践されてきた。我々もこ
れまでの研究でフレーミング効果の応用可
能性を模索し、情動・動機づけとの関連を調
べる実験（Sasaki & Kanachi, 2005）や社会
心理学や産業組織心理学への適用を検討し
てきた（Hayashi & Sasaki, 2012; Sasaki & 
Hayashi, 2013, 2014）。本研究では、これま
でのアプローチを推し進め、発達・養育過程
におけるメッセージフレーミングに着目し
た。 
 
（２）発達・養育過程におけるフレーミング
効果は、養育者の言葉がけ（説得的メッセー
ジ）に応じる子どもの反応（動機づけ・意思
決定）に見出すことができる。説得的メッセ
ージに対する動機づけは、様々な媒介要因
（性別や自尊心）の影響を受けることが知ら
れ、なかでも「制御適合 regulatory fit」
は自己制御と動機づけの相互作用からメッ
セージフレーミングの媒介効果を説明する
概念として知られている。 
制御適合は、ポジティブな結果への期待
（促進焦点）とネガティブな結果に対する予
防（予防焦点）のどちらに焦点が向かうかと
いう動機づけの方向（制御焦点 regulatory 
focus）と、ポジティブな結果を追求するか
ネガティブな結果を回避するかという目標
追求の方法との関係性を説明する（Higgins, 
2000）。すなわち、制御適合とは、促進焦点
とポジティブ追求方略、予防焦点とネガティ
ブ回避方略という組み合わせのように、動機
づけの方向と目標追求の方法が合致した状
態を指す。Cesario, Grant, & Higgins（2004）
は説得的メッセージの効果における制御適
合について検討し、ポジティブな結果を目標
とする促進焦点メッセージには、期待を膨ら
ませる説得方略がより説得力をもち、ネガテ
ィブな結果の回避を目標とする予防焦点メ
ッセージには、危機感をあおる説得方略がよ
り説得力をもつことを見出している。 
 
（３）Higgins (1997)の制御焦点理論によれ
ば、自己制御の方向づけ(制御焦点)は子ども
の頃の養育者との相互作用の中で育まれる。
Keller (2008)は制御焦点理論の予測を検証
するため、子どもの頃に受けた親の養育と現
在の自分の制御焦点傾向との関係を調べた。
その結果、応答的な養育を受けた人ほど促進
焦点(ポジティブな結果の達成を目指す)傾
向を強く示し、統制的な養育を受けた人ほど
予防焦点(ネガティブな結果の回避を目指
す)傾向を強く示すことが明らかとなった。
しかしながら、制御焦点の成立基盤が幼児期

の発達・養育過程に依拠するにも関わらず、
制御焦点や制御適合と発達・養育との関係を
調べた研究は多くない。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究では、これまで健康に関する行
動や購買行動を対象とすることが多かった
メッセージフレーミングを育児場面に適用
し、子どもへの言葉がけにおけるメッセージ
フレーミングを検討した。 
 
（２）従来のメッセージフレーミング研究は、
メッセージの受け手における効果を見るも
のであった。これに対し本研究では、メッセ
ージの送り手がどのようなフレーミング方
略を採用するか検討した。 
 
（３）子どもへの言葉がけにおいて、制御適
合に則ったフレーミング方略が採られるか
検討した。促進焦点メッセージにおいてはポ
ジティブフレーミングが採用され、予防焦点
メッセージにおいてはネガティブフレーミ
ングが採用されると予測した。 
 
（４）動機づけの方向性についての個人差特
性である制御焦点傾向がメッセージフレー
ミング方略に反映するか検討した。ポジティ
ブな結果への期待で動機づけが高まる人ほ
ど（促進焦点傾向）ポジティブフレーミング
を好み、ネガティブな結果に対する予防で動
機づけが高まる人ほど（予防焦点傾向）ネガ
ティブフレーミングを好むと予測した。 
 
（５）Keller (2008)は幼児期の親の養育ス
タイルと子どもの制御焦点の間に関係性を
見出した。そこで本研究では、養育スタイル
とフレーミング方略にも同様に、制御焦点理
論の予測に合致した関係性が見出せるか検
討した。すなわち、応答的な養育スタイルの
親はポジティブフレーミングを好み、統制的
な養育スタイルの親はネガティブフレーミ
ングを好むと予測した。 
 
（６）保育学生と心理学専攻学生を調査対象
とした予備調査では、学生の資質の違いが子
どもへの言葉がけの方略に顕著な差異とし
て現れることはなかった（佐々木, 2010）。
しかしながら、保育学生も保育者として経験
年数が増すにつれ、あるいは心理学専攻学生
も親となって育児を経験する中で、子どもへ
の言葉がけの方略に変化が現れることも考
えられる。親は育児経験に伴ってより権威主
義的になることが知られており、一方保育者
は受容的で温かい態度の獲得が求められる
ためベテランの保育者ほどそうした態度が
身についていると考えられる。したがって、
養育経験・保育経験の影響は言葉がけの方略
においては対照的な効果となって現れ、親は
育児経験を重ねるほどネガティブフレーミ
ングを選び、保育者は保育経験を重ねるほど
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ポジティブフレーミングを選ぶようになる
と予測した。 
 
３．研究の方法 
（１）幼児の親 282 名を対象に、促進焦点場
面の言葉がけと予防焦点場面の言葉がけで
制御適合に則したフレーミング方略が採ら
れるか、同時に、促進焦点傾向の親の言葉が
けと予防焦点傾向の親の言葉がけに制御適
合に則したフレーミング方略が見られるか
検討した。 
言葉がけのフレーミング方略に関する質
問項目は、「虫歯になる」などネガティブな
結果に関わる予防焦点メッセージ4項目、「大
きくなる」などポジティブな結果に関わる促
進焦点メッセージ 3項目から構成された。各
項目の見出しに状況設定（例えば、「おもち
ゃを失くす子どもに」）を提示し、ポジティ
ブフレーミング（例えば、「ちゃんと片付け
たら、おもちゃ無くならないよ」）とネガテ
ィブフレーミング（例えば、「ちゃんと片付
けないと、おもちゃ失くしちゃうよ」）の二
つのメッセージのうち、どちらの言い方をす
るか選択させた。 
制御焦点傾向を調べる尺度は、促進焦点尺
度 6項目、予防焦点尺度 5項目から構成され
た。両尺度の得点の差分を制御焦点傾向得点
とし、得点の中央値で促進焦点群と予防焦点
群に分類した。 
 
（２）幼児の親 283 名を対象に、養育スタイ
ルが言葉がけのフレーミング方略に影響す
るか検討した。 
言葉がけのフレーミング方略に関する質
問項目は、予防焦点メッセージ 3項目、促進
焦点メッセージ 3項目から構成された。ポジ
ティブフレーミングを採用するか、ネガティ
ブフレーミングを採用するか、6 段階の双極
尺度で測定した。 
幼児の親の養育スタイルを Keller (2008)
が使用した尺度を用いて測定した。養育スタ
イル尺度は応答的養育 13 項目、統制的養育 9
項目、許容的養育 8項目から構成された。各
項目について 7段階の尺度で測定した。 
 
（３）幼児の親 454 名と保育者 181 名を対象
に、養育・保育の経験年数によってフレーミ
ング方略がどのように変化するか検討した。 
言葉がけのフレーミング方略に関する質
問項目は、予防焦点メッセージ 3項目、促進
焦点メッセージ 4項目から構成された。ポジ
ティブフレーミングとネガティブフレーミ
ングの二つのメッセージのうち、どちらの言
い方をするか選択させた。 
保育・子育ての経験年数について、保育者
は勤続年数を、幼児の親は子どもの年齢を回
答した。幼児の親については第一子の年齢を
子育て経験年数とした。経験年数と勤続年数
をそれぞれ中央値で低群・高群に分類した。 
 

４．研究成果 
（１）子どもへの言葉がけにおいては、促進
焦点メッセージではポジティブフレーミン
グが採用され、予防焦点メッセージではネガ
ティブフレーミングが採用される傾向が認
められた。また、促進焦点傾向を示す親は予
防焦点傾向を示す親よりポジティブフレー
ミングを好む傾向も確かめられた。したがっ
てこの結果は、メッセージ内容の制御焦点と
いう状況要因と親の制御焦点傾向という個
人差要因が、メッセージフレーミング方略に
おいて制御適合に則った媒介効果を示す、と
いう我々の予測を支持している。また、これ
までメッセージフレーミング研究や制御焦
点・制御適合に関する研究では、メッセージ
の受け手に見られる効果に焦点が当てられ
てきたが、本研究はメッセージの送り手にも
同様のフレーミング現象と制御適合が生じ
ることを見出した。 

これらの結果は、自己制御が養育者と子ど
もの相互作用を介して発達するという制御
焦点理論（Higgins, 1997）の仮説を支持す
るものであり、親の制御焦点メッセージによ
って動機づけを高める体験を通して、子ども
は自己制御を発達させている可能性を示し
ている。 
 
（２）親の養育スタイルとメッセージフレー
ミング方略の関係に関する重回帰分析の結
果から、応答的な養育スタイルの養育者ほど
ポジティブフレーミング方略の言葉がけを
選び、統制的な養育スタイルの養育者ほどネ
ガティブフレーミング方略の言葉がけを選
ぶことがわかった。したがって、養育スタイ
ルの影響については、Keller (2008)と同様
の結果が得られた。本研究の結果と Keller 
 

 
    メッセージの制御焦点 

  促進焦点（β） 予防焦点（β） 

応答的養育 .30** .28** 

統制的養育 −.21** −.22** 

許容的養育 0.02 0.09 

R2 .16** .15** 

**p < .01.   
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(2008)の結果を併せると、子どもの制御焦点
傾向は親の養育スタイルとそれに伴う言葉
がけの影響を受けて形成されることが示唆
される。 
 
（３）親・保育者の養育経験とメッセージフ
レーミング方略の関係に関して、子どもへの
言葉がけが保育・育児経験に伴って変容する
ことが明らかとなった。しかも、その変容は
保育の専門性を反映し、経験豊富な保育士ほ
どポジティブな言葉づかいを選択するのに
対して、親は育児経験を重ねるにつれてネガ
ティブな言葉づかいを選択するようになる
という結果が得られた。こうした対照的な結
果は、フレーミング方略の変化が、保育士と
しての成長と親としての成長を反映してい
ることを示している。 
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